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柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

早急な手入れが必要な山林完成間近の大橋（４月６日）

一般質問

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
が
想
定

さ
れ
る
町
行
政
業
務
内
容
や

メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
町
で
は
、
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
「
行
政
手
続
き

サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
」、
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
は
「
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
向
け
た
様
式
の

統
一
化
」
な
ど
を
踏
ま
え
た
、

住
民
情
報
を
取
り
扱
う
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
庁
舎
内
で
は
既
に
、
令
和

２
年
１
月
に
は
「
出
勤
簿
」

な
ど
の
書
類
の
一
部
を
ペ
ー

パ
ー
・
レ
ス
化
し
て
い
る
ほ
か
、

今
後
は
、
電
子
決
裁
、
会
議

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
に
よ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
一
層
推

進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
に
お
け
る
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
、「
時
間
と
場
所

を
問
わ
な
い
」
こ
と
で
あ
り
、

議
員

町
長

　
　
　
新
庁
舎
完
成
に
伴
う

施
設
等
の
移
転
の
跡
地
利
用

は
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
か
。

　
　
　
現
在
、
新
庁
舎
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
能

の
ほ
か
交
流
機
能
、
商
工
・

金
融
機
能
を
有
す
る
複
合
施

設
と
し
て
、
本
年
８
月
の
竣

工
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て

い
る
。

　
各
施
設
の
移
転
後
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

と
盛
岡
信
用
金
庫
は
、
町
の

直
接
関
与
す
る
財
産
で
は
な

い
が
、
中
心
市
街
地
の
施
設

の
た
め
施
設
所
有
者
と
協
議

を
進
め
に
ぎ
わ
い
創
出
、
ま

ち
な
か
活
性
化
な
ど
の
目
的

で
の
活
用
に
資
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分

署
の
跡
地
は
、
国
道
２
８
１

号
と
町
道
茶
屋
場
田
子
線
を

結
ぶ
連
絡
道
と
し
て
の
活
用

を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

町
長

　
　
　
町
で
は
、
森
林
環
境

議
員

　
　
　
人
流
の
変
化
と
歩
き

回
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
、
安
全
・
安

心
な
歩
道
整
備
等
ど
う
進
め

て
い
く
か
。

　
　
　
大
橋
架
け
替
え
工
事

完
了
後
は
町
中
心
部
の
車
両

の
流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
中
心
市
街
地
の
国
道
２
８

１
号
の
交
通
量
も
、
相
当
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
。
国
道

や
町
道
町
裏
線
な
ど
は
幅
員

が
狭
く
住
居
等
が
近
接
し
て

い
る
状
況
か
ら
、
一
定
の
幅

議
員

町
長

　
　
　
町
内
に
お
け
る
５
歳

か
ら
11
歳
の
対
象
児
童
数
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
を

伺
う
。

　
　
　
対
象
児
童
数
は
、
２

月
末
現
在
１
９
８
人
が
対
象

と
な
る
。

　
児
童
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
努

力
義
務
か
ら
は
除
外
さ
れ
て

い
る
が
、
児
童
は
も
ち
ろ
ん

保
護
者
を
含
め
て
、
安
心
し

て
接
種
が
受
け
ら
れ
る
、
き

め
細
か
な
説
明
と
対
応
、
接

種
体
制
が
求
め
ら
れ
る
と
思

う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
希

望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

葛
巻
病
院
の
小
児
科
外
来
に

お
い
て
、
毎
週
木
曜
日
に
個

別
接
種
を
行
え
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
お
り
、
接
種
の
体

制
が
整
い
し
だ
い
対
象
者
の

皆
さ
ん
に
周
知
す
る
予
定
で

あ
る
。

議
員

町
長

　
　
　
コ
ロ
ナ
で
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
た
町
を
、
活
性
化
す

る
た
め
の
予
算
措
置
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
の
対
応
に
向
け
、

国
が
地
方
公
共
団
体
に
配
分

す
る
「
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
は
、
先
般
の
国
の
補
正

予
算
で
６
・
８
兆
円
増
額
さ

れ
、
当
町
に
は
約
１
億
９
０
０

万
円
の
交
付
限
度
額
が
示
さ

れ
た
。
こ
の
交
付
金
で
町
内

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

４
年
度
当
初
予
算
案
に
、
関

係
事
業
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
業
は
、「
エ

ン
ジ
ョ
イ
チ
ケ
ッ
ト
販
売
事

業
」「
特
産
品
販
売
促
進
事

業
」「
商
工
業
者
持
続
化
給

付
金
」「
着
地
型
観
光
体
制

構
築
事
業
」「
特
産
品
高
付

加
価
値
化
支
援
事
業
」
な
ど
、

新
年
度
早
々
に
事
業
展
開
、

地
域
経
済
の
回
復
と
活
性
化

が
効
果
的
に
行
な
わ
れ
る
よ

う
努
め
た
い
。

議
員

町
長

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う　
　

メ
リ
ッ
ト
は　
　
　
　
　

跡
地
利
用
に
つ
い
て　
　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

安
全
な
歩
道
整
備
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

今
後
の
活
性
化
の
方
針
は

譲
与
税
の
大
部
分
を
基
金
に

積
み
立
て
し
て
い
る
。

　
財
源
の
積
極
的
活
用
を
図

り
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

森
林
環
境
整
備
方
策
の
構
築

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
対
象
森
林

の
所
有
者
に
対
し
、
意
向
調

査
・
現
状
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
は

調
査
を
終
え
た
区
域
か
ら
順

次
、
森
林
整
備
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

継
続
し
て
担
い
手
の
確

保
・
育
成
、
木
材
の
利
用
促

進
な
ど
、
森
林
が
持
つ
豊
か

な
資
源
と
公
益
的
機
能
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め

町
長

員
を
確
保
し
た
歩
道
整
備
は

厳
し
い
も
の
と
考
え
る
。

　
町
裏
線
に
つ
い
て
は
、
カ

ラ
ー
区
画
線
に
よ
る
歩
行
空

間
を
設
定
し
安
全
確
保
に
努

め
て
お
り
、
町
道
茶
屋
場
田

子
線
で
は
、
歩
道
を
田
子
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
延
長

す
る
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
ち
な
か
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
エ
リ
ア
内
の
施
設
、

道
路
状
況
を
加
味
し
、
ソ
フ

ト
面
で
の
対
策
で
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
来
町
者
の
皆

さ
ん
に
安
全
・
安
心
を
提
供

し
た
い
。

問

答

町行政デジタル化推進の取組みは

オンライン申請など取り組みを強化

そ
の
代
表
的
な
取
組
み
事
例

に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」
が

あ
る
。
窓
口
に
出
向
く
こ
と

な
く
様
々
な
行
政
手
続
き
が

出
来
る
ほ
か
、
夜
間
や
休
日

な
ど
、
申
請
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
利
用
が

で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繫
が
る
も
の
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル

化
への
移
行
に
向
け
た
検
討
・

取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

て
参
り
た
い
。

一般質問

遠
えん

藤
どう

 裕
ひろ

樹
き

 議員

問

答

町の活性化への構想は

地域経済の回復とともに効果的に進める


